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保
護
者
に
よ
る
学
校
支
援
の
新
た
な
取
組
み

�

揖
斐
川
町
立
揖
斐
小
学
校

１ 
は
じ
め
に

学
校
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
を
し
て
い
る
近
年
。
そ
の
一

つ
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
あ
げ
ら
れ
、
全
国
的

に
大
き
く
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
考
え
方

の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
全
て
の
保
護
者
が

当
然
の
よ
う
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
所
属
し
活
動
に
参

加
す
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
、
揖
斐
小
学
校
で
は
、
昨
年
度

１
年
か
け
て
議
論
し
準
備
を
進
め
、
今
年
度

か
ら
新
た
な
組
織
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

２ 

新
た
な
活
動
の
動
き
出
し
を
つ
く
る

組
織
の
名
称
は
「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
願
う
会（
通
称
：
す
こ
や
か
会
）」

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
全
く
異
な

る
発
想
で
、
固
定
の
委
員
会
も
会
費
も
存
在

し
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
続
し
な

け
れ
ば
と
い
う
発
想
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
や

れ
る
者
が
、
や
れ
る
時
に
、
や
れ
る
こ
と
を
」

が
基
本
で
す
。
そ
し
て
、「
所
属
す
る
・
し

な
い
」
の
発
想
も
な
く
、
揖
斐
小
の
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
者
の
集
合
体

と
い
う
位
置
付
け
で
、
保
護
者
、
教
職
員
だ

け
で
な
く
、
地
域
も
巻
き
込
む
発
想
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
役
員
を
引
き
受
け
た
り
、

活
動
を
引
き
継
い
だ
り
と
い
う
「
義
務
」
が

発
生
し
、
そ
れ
が
「
や
ら
さ
れ
感
」
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
た
な
組
織

の
立
ち
上
げ
の
た
め
に
、
旧
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部

で
議
論
を
重
ね
、
新
組
織
立
ち
上
げ
の
提
案

を
し
た
と
こ
ろ
、
20
名
近
い
保
護
者
の
方
が

す
こ
や
か
会
の
運
営
の
協
力
に
名
乗
り
出
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

現
在
は
、
長
年
続
い
て
き
た
「
ふ
れ
あ
い

リ
サ
イ
ク
ル
」
の
見
直
し
に
奮
闘
中
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
方
の
ふ
れ
あ
い
が
生

ま
れ
る
よ
う
な
活
動
に
す
べ
く
、
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
が
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
べ
る

活
動
に
す
べ
く
、
運
営
協
力
を
申
し
出
て
く

だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
で
議
論
を
重
ね
て
い
ま

す
。
ま
た
７
月
に
は
、
す
こ
や
か
会
の
呼
び

か
け
で
、
地
域
の
方
も
巻
き
込
ん
だ
校
地
内

の
環
境
整
備
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

３ 
今
後
の
充
実
に
向
け
て

す
べ
て
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
う
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
継
続
し
て

き
た
組
織
あ
り
き
、活
動
あ
り
き
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
我
々
大
人
は
今
何

を
す
べ
き
な
の
か
、
何
を
し
て
や
り
た
い
の

か
、何
な
ら
で
き
る
の
か
と
い
う
発
想
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
間
で
は
、
映
画
の
上
映
会
、
農

業
体
験
、
命
の
学
習
等
の
企
画
が
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
話
題

に
は
事
欠
き
ま
せ

ん
。
ま
だ
ま
だ
手

探
り
状
態
で
す

が
、
無
理
な
く
、

緩
や
か
に
充
実
し

て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む
異
学
年
交
流
活
動
の
工
夫

�

揖
斐
川
町
立
清
水
小
学
校

本
校
で
は
、
学
校
の
教
育
目
標
「
き
よ
ら

か
な
心
で 

よ
く
考
え 

み
ず
か
ら
活
動
す
る

子
」
の
具
現
に
向
け
、
異
学
年
交
流
を
大
切

に
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本

校
に
お
い
て
、
主
役
で
あ
る
児
童
一
人
一
人

が
「
学
校
が
楽
し
い
」
と
心
か
ら
感
じ
、
よ

り
よ
い
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
育
む
た
め
の

３
つ
の
工
夫
を
紹
介
し
ま
す
。

１ �

児
童
の
願
い
か
ら
生
ま
れ
た
「
に
こ
に

こ
班
活
動
」

１
点
目
は
、
異
年
齢
集
団
に
よ
る
「
に
こ

に
こ
班
活
動
」
で
す
。
こ
の
名
称
は
、
昨
年

度
末
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
児
童
の
思

い
を
基
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
遊

び
中
心
の
活
動
で
し
た
が
、
今
年
度
は
児
童

が
主
役
と
な
り
、「
校
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
」「
全
校
遊
び
」「
掃
除
」
等
、
活
動
の
幅

を
広
げ
た
い
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
、

高
学
年
が
低
学
年
に

優
し
く
す
る
姿
や
、

知
恵
を
出
し
合
う
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。「
自

分
た
ち
の
学
校
の
活

動
は
、
自
分
た
ち
で

創
り
上
げ
る
」
と
い

う
経
験
を
重
ね
る
こ

と
で
、
児
童
の
中
に

主
体
性
と
責
任
感
が

芽
生
え
て
い
ま
す
。

２ �

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
「
合
同
体
育

の
授
業
」

２
点
目
は
、
教
科
の
体
育
の
学
習
に
お
い

て
、
複
数
学
年
合
同
で
学
ぶ
機
会
を
意
図
的

に
設
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
異
な
る
学
年

が
場
を
同
じ
に
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
「
学

び
」
が
生
ま
れ
ま
す
。
高
学
年
が
「
こ
う
す

る
と
上
手
く
い
く
よ
」
と
手
本
を
見
せ
な
が

ら
方
法
を
教
え
、
低
学
年
は
そ
の
熱
心
な
姿

に
憧
れ
を
抱
い
て
挑
戦
す
る
、
こ
の
関
わ
り

合
い
の
中
で
、

互
い
の
よ
さ
を

認
め
合
い
、
切

磋
琢
磨
し
な
が

ら
「
よ
り
よ
く

生
き
る
力
」
を

育
も
う
と
し
て

い
ま
す
。

３ �

地
域
を
愛
し
、
共
に
育
つ
「
地
域
貢
献

の
活
動
」

３
点
目
は
、
に
こ
に
こ
班
の
絆
を
校
内
か

ら
一
歩
外
へ
と
広
げ
て
展
開
す
る
、
地
域
に

お
け
る
異
学
年
活
動
で
す
。
今
年
度
は
、
地

域
清
掃
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
清
水
地

域
の
美
し
い
環
境
を
守
る
活
動
を
通
し
て
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や
社
会
に
貢
献
す
る
意

識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
役
で
あ
る
ど
の
子
も
が
学
校
生
活
を
楽

し
い
と
感
じ
、
笑
顔
が
輝
く
清
水
小
学
校
で

あ
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
児
童
が
主
体
的

と
な
っ
た
挑
戦
を
全
力
で
支
え
、
温
か
な
交

流
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「にこにこ班活動」について
◎とても楽しい・楽しい・・・98.2％
→他学年と一緒に楽しく活動できる　

色々な遊びができて楽しい　等　
（Ｒ8.6実施 アンケート結果から）



これからの学校教育の在り方。みんなで考えよう！
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第
６
回
学
校
教
育
の
在
り
方
審
議
会
・
通

常
会
議
を
６
月
19
日（
金
）に
開
催
し
、
事
務

局
か
ら
の
答
申
策
定
に
向
け
た「
論
点
整
理
」

を
受
け
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
論
点
整
理
」
で
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
や
地
区
集
会
等
で
の
意
見
を
踏
ま
え

た
課
題
を
５
点
設
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
審
議
会
と
し
て
の
「
基
本
的

な
考
え
方
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
以
下
に
そ

の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

■（
論
点
①
）必
要
な
教
育
内
容
・
教
育
方
法

〔
課
題
〕
◎
少
子
化
・
学
校
の
小
規
模
化
に

伴
う
学
び
の
困
難
さ
を
ど
う
克
服
す
る
か
。

１ 

確
か
な
学
力
の
育
成

・�「
個
別
最
適
な
学
び
」＆「
協
働
的
な
学
び
」

の
バ
ラ
ン
ス
を
工
夫

・�「
非
認
知
能
力
」（
学
び
に
向
か
う
力
等
）

の
育
成

・�

実
生
活
・
実
社
会
の
課
題
解
決
に
学
ぶ「
探

究
的
な
学
び
」
の
充
実

２ �

地
域
社
会（
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
）と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
教
育
の
推
進

・�

異
年
齢
・
世
代
、
異
文
化
・
言
語
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、

思
い
や
り
の
心
や
寛
容
な
心
等
、
豊
か
な

心
を
醸
成

・�

地
域
の
自
然
・
歴
史
、
伝
統
文
化
等
に
学

ぶ
体
験
的
な
活
動
を
位
置
付
け
た
「
ふ
る

さ
と
学
習
」
を
通
し
た
、
ふ
る
さ
と
へ
の

誇
り
と
愛
着
の
育
成

３ 

だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
の
推
進

⑴
特
別
支
援
教
育
の
充
実

・�

児
童
生
徒
の
発
達
特
性
、
障
が
い
の
状
況

等
に
応
じ
た
支
援
と
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
⑵�

不
登
校
未
然
防
止
と
児
童
生
徒
等
支
援
の

推
進（
Ｒ
１
：
23
人
→
Ｒ
７
：
44
人
）

・�

小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
と
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
・�

民
間
を
含
む
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

居
場
所
づ
く
り
と
学
び
の
機
会
の
提
供

⑶
学
び
直
し
の
機
会
の
確
保

・�
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
・
場
の
提
供

■（
論
点
②
）学
校
統
合
の
必
要
性

〔
課
題
〕
◎
学
校
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
の
優
位
性
が
判
断
で
き
な
い
。

１ �

学
校
統
合
に
対
す
る
住
民
の
意
向（
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
）

・�

多
く
の
仲
間
と
関
わ
り
な
が
ら
切
磋
琢

磨
で
き
る
環
境（
58
％
）

・�

小
学
校
１
学
年
の
適
正
な
ク
ラ
ス
数
と

し
て
２
ク
ラ
ス
以
上（
82
％
）

・�

中
学
校
１
学
年
の
適
正
な
ク
ラ
ス
数
と

し
て
２
ク
ラ
ス
以
上（
93
％
）

・�

少
子
化
や
施
設
の
老
朽
化
の
場
合
は
統

合
を
考
え
た
方
が
よ
い（
57
％
）

２ �

人
口
推
計
デ
ー
タ
に
基
づ
く
学
校
統
合

の
合
理
性

・�

出
生
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
直
近
２

年
間
は
48
人（
学
年
２
ク
ラ
ス
規
模
）

　
　

Ｒ
14
・
小
４
０
０
人
、
中
２
９
８
人
、

　
　

Ｒ
17
・
小
２
９
６
人
、
中
２
４
２
人

３ �

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
デ
メ
リ
ッ
ト
を
最

小
化
す
る
取
組
み

・�

ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
な
学
年
の
集
団
規
模

を
確
保
し
つ
つ
、
県
費
加
配
教
員
・
町
費

職
員
の
配
置
に
よ
り
個
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
指
導
を
充
実

・�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
効
果
的
に
運
行
す
る
こ

と
で
通
学
の
安
全
性
と
時
間
短
縮
を
保
障

■（
論
点
③
）統
合
す
る
場
合
の
規
模
と
時
期

〔
課
題
〕
◎
学
校
統
合
す
る
場
合
の
規
模
と

時
期
を
ど
う
す
る
か
。

１ 

学
校
統
合
の
規
模
と
時
期

・�

住
民
の
意
向
、
児
童
生
徒
数
お
よ
び
学
級

数
の
推
移
を
踏
ま
え
、
小
学
校
１
校
と
中

学
校
１
校
が
妥
当（
併
設
ま
た
は
単
独
）

・�

学
校
規
模
に
合
う
令
和
14
年
以
降
が
適
当

令
和
14
年
に
は
、
小
学
生
が
４
０
０
人
、

中
学
生
が
３
０
０
人
を
そ
れ
ぞ
れ
下
回

り
、
学
年
の
ク
ラ
ス
数
が
、
小
学
校
で
は

過
半
数
の
学
年
で
２
学
級
と
な
り
、
中
学

校
で
は
全
学
年
で
３
学
級
と
な
る
。

２ 

留
意
事
項

＊�

小
学
校
を
段
階
的
に
統
合
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
児
童
の
心
的
負
担
が
生
じ
る
こ

と
、
校
舎
改
修
等
、
財
政
的
な
負
担
が
大

き
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
困
難

＊�

組
合
立
養
基
小
学
校
の
統
合
が
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
れ
ば
池
田
町
と
合
意
形
成
が

必
要

■（
論
点
④
）統
合
す
る
場
合
の
設
置
場
所

〔
課
題
〕
◎
学
校
統
合
す
る
場
合
の
設
置
場

所
を
ど
う
す
る
か
。

１ �

児
童
生
徒
の
通
学
に
係
る
負
担
を
で
き

る
だ
け
軽
減
す
る
こ
と
に
配
慮

⑴
町
内
の
人
口
重
心
を
考
慮
し
た
場
所

　

�

揖
斐
川
町
上
南
方
５
６
５
番
地
付
近（
東

経
１
３
６
度
33
分
、
北
緯
35
度
29
分
）

〔
既
存
の
学
校
〕
大
和
小
、
北
和
中

⑵�

町
内
の
各
地
域
か
ら
均
一
な
距
離
と
時
間

に
あ
る
場
所

北
西
：
坂
内
広
瀬
～
北
和
中
24
㎞
・
44
分

北
東
：
谷
汲
高
科
～
北
和
中
15
㎞
・
40
分

南
西
：
春
日
寺
本
～
北
和
中
15
㎞
・
40
分

南
東
：
小
柳
糠
吹
～
北
和
中
７
㎞
・
20
分

〔
既
存
の
学
校
〕
北
和
中

２ �

自
然
災
害
の
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
る
場
所

・�

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
、
浸
水
区
域
、
の
い
ず
れ
に
も
指

定
さ
れ
て
い
な
い
エ
リ
ア（「
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
参
照
）

〔
既
存
の
学
校
〕
北
和
中

「
学
校
教
育
の
在
り
方
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

〈
日
時
〉 

８
月
22
日（
土
）

　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時

〈
会
場
〉 

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

は
な
も
も
・
ホ
ー
ル

　
　
　

 （
申
込
み
不
要
、
入
場
無
料
）

第
６
回 

学
校
教
育
の
在
り
方
審
議
会（
答
申
策
定
に
向
け
た
論
点
整
理
）

～ 
必
要
な
教
育
内
容
・
教
育
方
法
と
学
校
統
合
の
必
要
性
等
に
つ
い
て 

～


